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え ら れ て い る 。 一 方 、 緑 茶 ポ リ フ ェ ノ ー ル の 主 成 分 で あ る
Epigallocatechin-3-gallate (EGCG)は、抗炎症作用など多様な生理活性を有し
ており、最近の in vitro 実験では、大動脈平滑筋細胞によるエラスチンの再生
能力が報告されている。しかしながら、in vivo 実験における AAA に対する
EGCG 効果は未だ報告されていない。本研究は、動物モデルを用いて、EGCG
に AAA 進展抑制効果があるかどうかを検討した。 
【方法】実験動物として、オス Sprague-Dawley ラットを用いた。大動脈内
腔にエラスターゼを直接注入し、さらに大動脈外周に塩化カルシウムガーゼを
含浸させる方法を用いて AAA モデルを作成した。コントロール群と EGCG 群
の 2 群(各群 n=30)に分けて比較検討した。EGCG 群は、1mmol/L に濃度調整
した EGCG 溶液を、モデル作成 14 日前から経口的に自由飲水させ、犠牲死ま
で継続した。コントロール群は飲料水とした。超音波検査を用いて経時的に腹
部大動脈径を測定し、AAA モデル作成前と作成後 2 日, 7 日および 28 日にそ
れぞれ犠牲死させ、生化学・組織学的検討を行った。 




ジルオキシダーゼ（LOX）の mRNA 発現量は、モデル作成時（EGCG を 14
日投与した時点）および作成後において有意に EGCG 群で上昇していた。また、
モデル作成後 7 日における免疫染色では、EGCG 群で有意に LOX の発現が上
昇していた。これらの結果は、EGCG 投与がエラスチンの合成を促進すること
を示している。モデル作成 2 日後において、炎症性サイトカインである tumor 
necrosis factor-αと interleukin-1βの mRNA 発現量は、EGCG 群で有意に低
下していた。モデル作成 7 日後においては、マクロファージの浸潤も EGCG 群
で有意に抑制されていた。さらに、エラスチンを基質とする蛋白分解に関わる
サイトカインである matrix metalloproteinase(MMP)-9 の mRNA 発現量とそ
の活性は、EGCG 群で有意に低下していた。一方で、MMP-9 と拮抗的に働く





【結語】ラット AAA モデルにおける経口 EGCG 投与は、エラスチンの合成お
よび、抗炎症作用とそれに引き続く MMP 活性調節を介して、腹部大動脈中膜
壁厚とエラスチン含有量を保護し、AAA 進展を抑制した。これらの結果により、











の目的は、EGCG に AAA 進展抑制効果があるか動物モデルで明らかにするこ
とである。 
大動脈内エラスターゼ注入および大動脈外周塩化カルシウムガーゼ被覆によ
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